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● 水沢VLBI観測所・水沢「いわて銀河フェスタ2017」・入来「八重山高原星物
語2017」・石垣島「南の島の星まつり2017」／野辺山宇宙電波観測所
2017年特別公開／岡山天体物理観測所「特別観望会2017夏」／「ペル
セウス座流星群観察キャンペーン」／「夏休みジュニア天文教室2017」

● 台北にて開催された「APRIM2017」報告＋「Public Education, Outreach, 
and Diversity」分科会特別セッション報告

● 「2017年度 HSC 画像解析講習会」報告
● 星と森と絵本の家 恒例！　二つの七夕行事

特集
2017夏 国立天文台のイベント報告
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NAOJ NEWS
国立天文台ニュース
C O N T E N T S

国立天文台カレンダー

● 5 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 9 日（水）プロジェクト評価委員会

● 11 日（金）岡山天体物理観測所特別観望会／4 次元デ
ジタルシアター公開＆観望会（三鷹）

● 12 日（土）水沢VLBI観測所VERA入来局施設公開「八

重山高原星物語2017」／4 次元デジタルシアター公開

（三鷹）

● 12 日（土）～20 日（日）水沢VLBI観測所石垣島観測

局＆石垣島天文台施設公開「南の島の星まつり2017」

● 19 日（土）水沢VLBI観測所特別公開「いわて銀河フェ

スタ2017」／4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 26 日（土）野辺山宇宙電波観測所2017 特別公開／観

望会（三鷹）

● 1 日（金）先端技術専門委員会

● 2 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 7 日（木）幹事会議（於岡山観測所）

● 8 日（金）幹事会議（於岡山観測所）／4 次元デジタル

シアター公開＆観望会（三鷹）

● 9 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 15 日（金）プロジェクト会議

● 16 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 22 日（金）幹事会議

● 23 日（土）観望会（三鷹）

● 26 日（火）光赤外専門委員会

● 5 日（木）幹事会議

● 7 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 13 日（金）三鷹・星と宇宙の日（特別公開）

● 14 日（土）三鷹・星と宇宙の日（特別公開）

● 18 日（水）プロジェクト会議

● 21 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 23 日（月）防災訓練（三鷹）

● 25 日（水）幹事会議／天文データ専門委員会

● 28 日（土）観望会（三鷹）

2017 年 8 月 2017 年 9 月 2017 年 10 月

表紙画像
今年の夏も国立天文台の各観測所で賑やかなイベントが
開かれました。

背景星図（千葉市立郷土博物館）
渦巻銀河M81画像（すばる望遠鏡）

「三鷹市星と森と絵本の家」の伝統的七夕まつりのよう
す（くわしくは15ページへ）。
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● 表紙
● 国立天文台カレンダー

特集
2017夏 国立天文台のイベント報告

★水沢VLBI観測所・石垣島
VERA石垣島観測局＆石垣島天文台施設公開「南の島の星まつり2017」
――花山秀和（水沢VLBI観測所／石垣島天文台）

★水沢VLBI観測所・水沢キャンパス
水沢キャンパス特別公開「いわて銀河フェスタ2017」
――舟山弘志（水沢VLBI観測所）

★水沢VLBI観測所・入来（鹿児島）
VERA入来局施設公開「八重山高原星物語2017」
――松野雅子・中川亜紀治（鹿児島大学）

★野辺山宇宙電波観測所
特別公開2017
――衣笠健三（野辺山宇宙電波観測所）

★岡山天体物理観測所
「特別観望会2017夏」開催！
――戸田博之（岡山天体物理観測所）

☆「ペルセウス座流星群観察キャンペーン」と関連論文掲載の報告
――石崎昌春（天文情報センター）

☆「夏休みジュニア天文教室2017」開催報告
――波田野聡美（天文情報センター）

おしらせ
● 台北にて開催された「APRIM2017」報告

縣 秀彦（天文情報センター／国際普及室（OAO）長）
○ 「Public Education, Outreach, and Diversity」分科会特別セッション報告

柴田幸子（天文情報センター／国際普及室（OAO））
● 「2017年度 HSC 画像解析講習会」報告

大石晋恵（ハワイ観測所）
● 星と森と絵本の家 恒例！ 二つの七夕行事

高畠規子（天文情報センター）

● 編集後記
● 次号予告

シリーズ 「アルマ望遠鏡観測ファイル」18
渦巻きの腕に抱かれる赤ちゃん星

平松正顕（チリ観測所）／眞山 聡（総合研究大学院大学）
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2017夏
国立天文台のイベント報告
2017夏に開催された国立天文台の
各観測所（石垣島・水沢・入来・野辺山・岡山）の
イベントのようすをまとめて報告します。

水沢VLBI観測所
VERA石垣島観測局

&石垣島天文台

南の島の星まつり
2017
花山秀和

（水沢 VLBI 観測所／
 石垣島天文台） 

　今年で16回目を迎えた南の島の星
まつり。オープニングのライトダウン
星空観望会＆夕涼みライブには約9000
人が集まり、ライトダウンによって満天の
星空のもと天の川が見事に現れました。
　夕涼みライブでは石垣市観光大使の夏川りみ
さん、石垣市天の川大使のSkoop On Somebodyさん
をはじめ、「見上げてごらん夜の星を」を歌った昭和の大ス
ター坂本九さんの娘である大島花子さん、オオザカレンヂ

keisukeさんが参加し、会場は大い
に盛り上がりました。また、渡部潤

一副台長からも挨拶がありました。
　ライトダウン星空観望会ではNPO法

人八重山星の会による星空ガイドがあり、
参加者は会場に流れる三線の調べとともに美し

い天の川や時折流れる流れ星を満喫していました。国
立天文台スタッフと地元高校生がサポート参加した天体観
望会も盛況でした。

「南の島の星まつり2017」のライトダウン
によって現れた天の川。
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会場の南ぬ浜町緑地公園には多くの人が集まりま
した。

13日の記念講演会では「続々見つかる『第二の地
球』～宇宙生命が見つかる日は近い？～ 」という
タイトルで渡部潤一副台長がお話ししました。

離島ターミナルでは17～20日の4日にわたって五
藤光学研究所によるプラネタリウムの上映があり、
多くの参加者がありました。

望遠鏡による天体観望会も大人気。

同じく離島ターミナルでは八重山星の会による星
空や天体の写真展が開催されました。

石垣島天文台の「星空学びの部屋」では12～20
日の9日間、八重山星の会の協力のもと、4D2U
上映回数を1日2回に増やしました。4D2Uシア
ターの通常プログラムに加え、石垣島天文台がロ
ケ地となった映画「選ばれた男」の特別同時上映
があり、天体観望会とともに連日満員のにぎわい
を見せていました。

VERA石垣島観測局の特別公開は13日に開催されました。恒例の20 m電波望遠鏡のアンテナツアーの
ほか、アンテナの上から周囲を見渡した360°パノラマコーナー、ブラックホール模型、記念写真撮影、
ポスター展示コーナーなどに多くの方々が立ち寄られました。
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石垣島

「南の島の星まつり」恒例の
「美ら星の歌」コンテストの結果発
表も行なわれました。総計602首の応
募の中から、これらの歌が選ばれま

した（選者・俵万智さん）。
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水沢キャンパス特別公開

いわて銀河フェスタ
2017
舟山弘志

（水沢 VLBI 観測所） 

水沢南小学校鼓笛隊の演奏で今年もスタート。 本間希樹教授（水沢VLBI観測所、写真左）によ
る観測所長講演会。

屋台・産直コーナーも大人気。

　「いわて銀河フェスタ2017」を8月19日（土）に開催いたしました。今年はテーマを「惑星と生命を探る －宇宙に仲間をみつ
けよう！－」とし、特別講演会では東京大学の田村元秀教授とRISE月惑星探査検討室長の並木則行教授が研究紹介を行い
ました。その他にも本間希樹教授による観測所長講演会を開催し、超巨大ブラックホールを撮影する国際プロジェクト「イベ
ント・ホライズン・テレスコープ（EHT）」の研究紹介を行うなど大変盛り上がりました。
　毎年開催しているVERAの20 mアンテナツアーには、今年も多くの方が参加しました。しかし午後からは雨で中止となりま
した。また昨年に引き続きVERA運用室・相関器室をツアーでご紹介しました。
　けやき会館ではRISE月惑星探査検討室が、小惑星探査機「はやぶさ2」や、木星系探査機「JUICE」の研究紹介をしました。
また屋外では毎年大人気のペットボトルロケット打ち上げ体験を実施しました。
　イベント企画の中で話題になったのが、今年度で運用を終えるスーパーコンピュータ「アテルイ」の見学ツアーです。タイト
ルに「さよなら、アテルイ！」と銘打ちご紹介していたこともあり、最後に一目見たいと多くのお客様がツアーに参加されていま
した。取材に来た新聞各紙でアテルイツアーの様子が掲載されるなど、いかに地元市民に愛されてきたのかを実感させられま
した。
　その他の催しでは、奥州宇宙遊学館が企画した宇宙や星をモチーフとした手作りグッズのワークショップ「銀河クラフトマル
シェ」が人気をあつめ、女性や子供を中心としてにぎわっていました。また木村榮記念館では解説ツアーを行い、OBの河野
宣之氏と岩舘健三郎氏が水沢VLBI観測所の前身である緯度観測所の紹介をしました。同記念館内では、国立天文台三鷹図
書室小栗順子氏による切り絵展を開催し、こちらも年配の方々やご家族を中心にご好評いただきました。
　今年は、午前は曇りで午後から雨が降りだすなど、あまり天候には恵まれませんでしたが、来場者は国立天文台の公開が終
わる夕方16:30までで1165名にのぼりました。これは昨年795名に対し、370名程の増加となりました。

ケロ平も応援に駆けつけてくれました（岩手県公
認キャラクター）。

田村元秀教授（東京大学、写真上）、並木則行
教授（RISE 月惑星探査検討室、写真下）による
特別講演会。

スパコン「アテルイ」ツアーの様子。
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水沢VLBI観測所
VERA⼊来局施設公開

八重山高原星物語
2017

松野雅子・中川亜紀治
（鹿児島大学） 

国立天文台水沢 VLBI 観測所の亀谷さんによるパ
ルサーについての講演。とても専門的なお話でし
たが、きれいな写真や身振り手振りを交え、ちびっ
子達にもわかりやすく話していただきました！

入来小学校ジュニア歴史ガイドによる講演は今
年で2回目となります。長い間大切にされている麓

（ふもと）地区の歴史的建造物の紹介や、それに
まつわる秘蔵話を聞くことができました。見守る
聴衆の目はとても穏やかで、子供たちが一生懸命
に練習してきた発表の後には大きな拍手が沸き起
こりました。

JJAXA 広報部の中沢さんによる宇宙食について
の講演。これにはちびっ子達も興味津々で、餅
の宇宙食をいざ実食！　フリーズドライの餅を水
で戻しきな粉をつけて。お味の方は……とっても
美味しい！

株式会社エルムによるドローンのデモンストレー
ション飛行。ちょうどこの日は準天頂衛星「みち
びき」の打ち上げ日で、種子島から打ちあがる様
子を入来局から撮影しようと試みました。残念な
がらこの日の打ち上げは延期となりましたが、約1
週間後の8月19日に無事に打ち上げられました。

鹿児島大学の1 m光赤外線望遠鏡を使った観望
会はこの施設公開のもう一つの目玉。今年も天
気に恵まれ、昼の部では木星、夜の部では土星
やアンタレスを見ることができました。真昼に見
える星には驚くお客さんも多いです。

光赤外線望遠鏡ドームの丘から見える見事な夕日
もこの行事の醍醐味です。遥か先には東シナ海
や甑（こしき）島を望むことができます。写真右
に写る山は北薩の名峰である紫尾山です。

　8月12日（土）国立天文台VERA 入来局にて施設公開行事『八重山高原星物語2017』が開催されました。鹿児島大学理学
部、農学部、国立天文台、薩摩川内市、そして地元の多くの地区コミュニティなどから組織される「八重山高原星物語実行委
員会」を中心として、多くの方の協力を得ながら準備されてきた行事です。当日は雲ひとつない快晴に恵まれ、来客者の方は
20を超える展示ブースや名産品が立ち並ぶ飲食コーナーを楽しんでいました。この施設公開の一番のお客様は、下は2歳から
上は中学生までの子ども達でした。鹿児島の強い日差しの下でたくさん汗をかきながら、大きなアンテナに興奮し、不思議な
実験に真剣に挑んでいました。もちろん大人だって作って、聞いて、食べて、飲んで、全力で盛りあがりましたよ！！
　そんなこの夏一番にアツいイベントの中身をちょっとだけご紹介します。

普段は見ることのできないVERAのアンテナとそ
の内部を見学するおなじみのツアー。直径20 m
の大きなアンテナに上り、子供達も大はしゃぎ！

会場の大テント内の様子。昼の部では工作や実
験スペースに、そして夜の部ではステージショー
の会場となります。鹿児島県立川薩清修館高校
の吹奏楽部の皆さんによる演奏に、お客さんも静
かに聞き入ります。

メイン会場隣の鹿児島大学農学部牧場内では
ペットボトルロケットの発射体験。水しぶきを上
げて飛んでいく様子に子供たちは大興奮です！ み
なさんご覧になったことはありますか？　意外に
高く飛びますよ。
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野辺山宇宙電波観測所
特別公開
2017
衣笠健三

（野辺山宇宙電波観測所）

オープンセレモニー終了後の開場。立松所長との
べやま先生。

大西浩次氏による講演「宇宙を身近に感じる県、
長野県」の一シーン。

機構野辺山展示室内の核融合研のブース。展示
物に興味深々の様子。

恒例の45 m望遠鏡の主鏡にタッチ。

　8月26日(土)に野辺山地区の特別公開を実施しました。今年のテーマは「長野県は宇宙県～信州の星空は宇宙へのプロム
ナード」として、長野県は宇宙が身近にあることをアピールしつつ、野辺山で実際に行われている研究について紹介することと
しました。例年のように、南牧村、南牧村商工会・商工会青年部、長野県に後援をいただきました。特に、今年は「信州デ
スティネーションキャンペーン」の開催期間中でもあり、キャンペーンのwebページでも紹介させていただいています。
　この8月は雨が多く、当日も天気予報では傘マークありでした。そして、朝から雨。昨年の土砂降りが思い出されたのですが、
開場時刻になると雨はあがり、すぐに太陽が顔を出し、その後、たいへん爽やかな天気となりました。
　開場前の来場者の列の前で、恒例の立松所長の歓迎あいさつ、ファンファーレ、そしてのべやま先生の歓迎といったオープ
ンセレモニーによって、野辺山特別公開2017は始まりました。
　今年は販売ブースも多くなりました。商工会による軽食等の販売をはじめ、信州大農学部の成果物、三鷹でもおなじみのホ
ニャプランの天文台グッズ、さらに、野辺山職員組合によるTシャツと最近出版した山根氏著のアルマ本などの販売がありまし
た。さらに、「長野県は宇宙県」スタンプラリーイベントにあわせて、特別グッズももらえるアンケートも実施しました。
　野辺山職員はもちろん、他のプロジェクトの職員、大阪府大や名古屋大などの大学のメンバー、自然科学研究機構のメン
バー、OBの方々やボランティア、地域や近隣の皆様に支えられて、今年の特別公開は実施することができました。今年の来
場者総数は2093名。雨の天気予報のせいか、それとも、JAXA相模原キャンパス特別公開と日程が重なったせいかわかりま
せんが、若干少なめでした。それでも、多くの来場者の笑顔が見られた特別公開となりました。

満員御礼の機構野辺山展示室内の4Dシアター。

うちわで電波望遠鏡の工作。さて、出来栄えはど
うかな？

アルマブース。奥では、初お目見えの電波ぬり絵
をやっています。

太陽電波受信コーナー。多くの人が太陽電波を
受信しました。

大阪府大1.85 m電波望遠鏡コーナー。

職員組合の販売と「長野県は宇宙県」スタンプラ
リーコーナー。

終了後にみら
れた夕焼けの
様子。たいへ
ん癒される光
景でした。
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岡山天体物理観測所

「特別観望会2017夏」 
開催！

戸田博之
 （岡山天体物理観測所）

　岡山天体物理観測所では岡山天文博物
館との共催で8月11日（金・山の日）に
188 cm反射望遠鏡による「特別観望会
2017夏」を開催しました。夏休み期間
中の3連休初日の日程のためか、観望天
体が「土星」のためか、応募者は500人
を越え、定員80名に対して、競争率は6
倍を超える狭き門となってしまいました。
　観望会で心配なことは第一に天気です。
8月11日は午後に一時曇る時間帯があり
ましたが、日没のころからは快晴。参加
者のみなさんには天気の心配をすること
なく「土星」と「球状星団 M13」を見
て頂きました。時間に余裕があれば、ス
マートフォンで土星を撮影してもらおう
と、アダプターを準備していましたが、
みなさん時間を少しオーバー気味にじっ
くりと土星の姿を堪能し、目に焼き付け
ているようでした。
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●ペルセウス座流星群はなかなか
晴れない？
　天文情報センターでは、2007年
から毎年続く、ペルセウス座流星群
の観察キャンペーンを今年もおこな
いました。観察期間は8月11日夜か
ら15日朝まで。インターネットを
通して1,411件の観察結果報告をい
ただきました。
　残念ながら全国的に天気が思わし
くなく、報告のうち、29 %が「悪天候」、
40 %が観察はしたものの見えた流星が

「0個」、というさんざんな結果でした（西
日本などでは一部晴れた地域もあった
ようです）。記録をさかのぼってみると、
ペルセウス座流星群の観察キャンペーン
を始めた2007年は満足できる天気だっ
たものの、その翌年からは毎年広い範囲
で「思わしくない天気」が続いているよ
うです。
　しかし、天気が悪かったことや流星が
見えなかったことも大切な観察結果、こ
のような悪条件にもめげることなく報告
をお送りくださった皆さま、ありがとう
ございました。

●皆さんのデータが論文になりました
　国立天文台ニュース2016年9月号では、
ふたご座流星群キャンペーンの観察結果
をオランダの国際会議で発表したことを
報告しました。
　その後、キャンペーンチームは、皆さ
まから報告していただいた流星群の観察
データをさらに考察してまとめ、2017
年1月には科学誌「Planetary and Space 
Science」★01に論文として掲載するこ

とができました。タイトルは英語ですが、
日本語で言うと「日本の公開流星観察
キャンペーンから得られた流星群の活動
状況」です。

　論文では、2004年に始まったキャン
ペーンで対象にした流星群の中から、比

較的観察条件が
よ く、 観 察 結
果が多く寄せら
れたのべ6つの
流星群について
分析をしました。
取り上げた流星
群 は、2009 年
のオリオン座流
星 群、2009 年
と2010年のふた
ご座流星群、そ
して、2009年、

2015年、2016年のペルセウス座流
星群です。キャンペーンに寄せられ
た観察報告を元に、時刻ごとの流星
群の観察のしやすさや月の影響を取
り除くことで、流星群そのものの活
発さの時間変化をグラフ化しました。
　その結果、毎回のキャンペーンで
ばらつきはあるものの、たくさんの
観察報告が集まることで、一般の皆
さんの観察から得られた流星群の活

発さの変化を示すデータが、熟練観測者
から得られたデータと比較できるものに
なる可能性があることがわかりました。
　今後、キャンペーンごとの観察結果の
数が多くなれば、このことをより深く確
認できるばかりでなく、ダスト・トレイ
ル★02による突発的な流星数の増加など、
流星群の活動の、詳細でダイナミックな
変化が捉えられる可能性もあります。
　実は、私もキャンペーンには参加者の一
人として観察結果を報告しています（もち
ろんプレゼントには応募しません）。自分
の観察データが流星群の秘密に迫るかも
しれないなんて、ワクワクしませんか。

●これからの天文現象
　キャンペーンは、天文に日頃馴染みの
ない方にも星空を眺めるきっかけにして
いただきたいということで始まりました。
ですから、自分の観測データが論文にな
ることに興味がある方もない方も、気に
なる天文現象を見つけたら気軽に空を見
上げていただければと思います。
　このあと、12月には好条件のふたご
座流星群、2018年1月31日には全国で見
られる皆既月食を対象にキャンペーンを
おこないます。さらに、2018年のペル
セウス座流星群もかなりの好条件です。
今から楽しみですね。
　それでは、次のキャンペーンでまたお
会いしましょう。

「ペルセウス座流星群観察キャンペーン」と関連論文掲載の報告
石崎昌春（天文情報センター）

お
し
ら
せ
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図01　キャンペーン トップページ。

★01  「Planetary and Space Science」
誌は、主に太陽系内の天体や天文現象に
ついての様々な分野の研究を対象にした
科学誌です。

★02　流星の元になる砂粒のような物質
が特に多く集まっているチューブ状の領
域。地球がここに差しかかると、多くの
粒が地球大気に突入し、大気とぶつかっ
て光り流星となります。図02　地方ごとの観察結果の割合（黒が「悪天候」、白が「見えた流星の数が0個」）。

図03　「Planetary and Space Science」誌に載っ
た論文の1ページ。
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「夏休みジュニア天文教室」は、三鷹近
郊の小中学生を対象に、天文学に触れ・
宇宙に親しんでもらうために開催して
いるイベントです。今年度は、7月31日

（月）～8月2日（水）の3日間、一日ご
とにテーマを替えて開催しました。児童
生徒の参加はのべ138人、付き添いの保
護者等を含めると3日間で270人を超え
る来場者となり、会場となった大セミ
ナー室は、連日、満席に近い状態でした。
例年人気の高い教室のため抽選となって
しまうのですが、今年は、定員が一日
あたり50人に対して3日間の申し込み者
の合計は272人。年々、人気がさらに高
まっていることを感じます。また、この
イベントで初めて訪れる方も多く、国立
天文台を身近に感じていただく、良い機
会ともなっています。
　7月31日開催の「望遠鏡工作（君も
ガリレオプロジェクト連動企画 http://
kimigali.jp/）は、天文情報センター普及
室長、縣秀彦准教授のレクチャー・天体
望遠鏡工作・観望会がワンセットになっ
たプログラムです。子どもたちは、望遠
鏡キットを組み立て、その望遠鏡を使っ
て観察することで、宇宙に初めて望遠鏡
を向けた天文学者、ガリレオ・ガリレイ
の追体験をします。今年は天気に恵まれ、
月齢7の月と、木星、土星の観察をする
ことができました。初めて望遠鏡で見た
その姿は、小さなガリレオたちにとって
忘れられないものになったことでしょう

（写真01）。
　8月1日は、「立体星図工作」。JASMINE
検討室の矢野太平助教とともに、昨年か
ら開発を行ってきた北斗七星の立体星図
教材を使って、恒星の立体的分布を理解
させるプログラムです。星の距離に関す
るレクチャー・工作（写真02）の後、4
次元デジタル宇宙ビューワーMitakaで
地球以外の場所から見た北斗七星の様子
を再現、北斗七星だけでなく、私たちが
見ている星座の星々すべてが、このよう
に様々な距離にあることを体感すること
ができます。同じ場所にあるように見え
た星々が、実は様々な距離にあるという
ことは、子どもたちにとって大きな驚き
だったようです。Mitakaには、もともと、
北斗七星のアステリズム（星の並びを結

ぶ線）はありませんが、開発者である加
藤恒彦研究員が、この教室用の特別追加
データとして作成、現在は、Mitakaサイト
の「用途別データ」からダウンロードする
ことができるようになっています。この教
材は現在、キットとして手に入れることが
できるようになっており（★かこみ記事参
照）、Mitakaと組み合わせて、多くの皆
さんに使っていただけたらと思います。
　8月2日は、「電波望遠鏡観測体験」。
今年度初めて実施したテーマです。平
松正顕助教を中心としたチリ観測所メ
ンバーと協力して、電波強度によるぬ
りえを含むワークブックを使ってのレ
クチャー、4D2U ドームシアターでの
Mitaka や ALMA 望遠鏡を撮影した全天
画像の観覧、また三鷹構内の太陽電波望
遠鏡での電波観測体験を行いました。観
測体験では、野辺山宇宙電波観測所の篠
原徳之技師より、太陽電波望遠鏡の整備
や当日のオペレーションなど全面的な協
力を得て、子どもたちに、本物の観測機
器に触る機会を持ってもらうことができ
ました（写真03）。目に見えない電波を実

感してもらうのは大変難しいことでしたが、
レクチャー・シアター観覧・観測体験・ぬ
り絵（写真04）を組み合わせることにより、
本格的かつ楽しい電波天文学体験となっ
たのではと自負しています。
　この教室を実施して最も印象に残った
のは、「質問コーナー」が大変盛り上がっ
たことでした。レクチャーの講師に、子
どもたちからの自由な質問に答えても
らったのですが、次々と手が上がり、終
了後休憩時間に入っても聞きにくる子が
後を絶たないほどでした。この教室が、
子どもたちの興味・関心・熱意を引き出
すきっかけになっていたとしたら、望外
の喜びです。とはいえ、一度に体験でき
る人数は大変少ないものです。この教室
で開発した教材が全国に広まり、より多
くの子供が天文学に触れられるよう、教
材開発と普及を目指していければと考え
ています。

「夏休みジュニア天文教室2017」開催報告
波田野聡美（天文情報センター）

お
し
ら
せ

No.02

2 0 1 7  07 3 1  -  08 0 2

写真01　自分で作った望遠鏡で観察。

写真02　蓄光ビーズで作った北斗七星。

写真03　太陽電波望遠鏡観測体験。

写真04　電波強度によるぬり絵（保護者も夢中で!?）。

★立体星図工作キット01「北斗七星」

ヒッパルコスカタログ( 改訂版）による北斗七星
の立体星図。蓄光ビーズを用いているので、懐中
電灯などで照らしたあと、ふたを閉めて箱の穴か
ら覗くと、地球から見た北斗七星の形が浮かび
上がる。また、箱のふたを開けると、地球とは違
う場所からの北斗七星の姿が見え、星々の立体
的な分布を体感することができます。

企画：国立天文台天文情報センター
データ作成：矢野太平（国立天文台JASMINE検討室）

箱設計・製造・販売:ホニャプラン株式会社 
https://honyaplan.com/
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　今からおよそ百年前の1919年に創設さ
れた国際天文学連合（IAU：International 
Astronomical Union）では、世界中から
天文学者が集結する IAU総会を通常3年
毎に実施してきました。次回、第30回
IAU総会は、来年2018年8月20～31日の
2週間、ウィーン（オーストリア）にて
開催されます。すでに発表・参加申し込
みが可能で、来年2月28日が口頭発表の
発表申し込み期限ですのでご注意くださ
い★01。
　IAU総会の前年には、地域毎の集会が
開催されるのが近年の特徴で、今年7月3
～7日に台北（台湾）にて、APRIM2017

（2017 As ia-Pac i f ic  Regional  IAU 
Meeting）が開催されました★02。著者
は前回（第12回）のAPRIM2014（大田
市・韓国）の組織委員の一人でしたが、
今回は組織委員として日本からは、林正

彦、半田利弘、渡部潤一（縣と交代）の
3名が運営に関わっています。
　13回目となる今回のAPRIMでは、招
待講演や全体集会の他に次の7つの分科
会が設定され、多くの口頭・ポスター発
表やワークショップ等が行われました。
①  P lanetary  Systems,  Solar  and 

Extrasolar（太陽、太陽系及び太陽系
外の惑星系）

② Interstellar Medium, Star Formation, 
and Milky Way（星間物質、星形成、
天の川）

③ Stellar Evolution and Feedback（ 恒
星の進化とフィードバック）

④ Galaxies, AGNs, and Cosmology（銀
河、活動銀河核、宇宙論）

⑤ Compact Objects and High Energy 
Astrophysics（コンパクト天体と高
エネルギー天体物理学）

⑥ Observing Facilities and International 
Collaboration（観測施設と国際協力）

⑦ Public Education, Outreach, and 
Diversity（教育、アウトリーチ、多
様性）

　教育・アウトリーチ関係の分科会が、
会期5日間中毎日開催されるなど、この
分野への関心の高まりやこの分野で活躍
する人がアジア諸国でも増えてきたこと
を実感する研究会でした。そこで以下で
は、日本からの参加者が中心となって
行ったワークショップのレポートをお送
りします。

台北にて開催された「APRIM2017」報告
縣 秀彦（天文情報センター／国際普及室（OAO）長）

★01 次回 IAU総会情報
http://astronomy2018.univie.ac.at/

★02 APRIM2017
http://www.aprim2017.tw/index.html

「最新の天文学の成果を人々と分かち
合うにはどうしたらいいか？（How to 
share the latest astronomy results with 
the public）」。
　これは天文学に関わる人たちの共通の
課題ではないでしょうか。国立天文台に
設置された国際天文学連合（IAU）国際
普及室（OAO）と台湾の中央研究院天
文及天文物理研究所（ASIAA）は、7月

3～7日に台北で行われたアジア太平洋
地域 IAU 会議（APRIM）の中で、この
課題をテーマに特別セッションを共同開
催しました。
　APRIMは、3年に一度アジア太平洋の
地域から天文学者や関係者が集まり、研
究成果や活動を報告し合う国際会議です。
今回は約500人が参加しました。APRIM
では通常、分野ごとの科学セッションに

分かれて口頭発
表が行われます。
これまでは、分
野をまたいで一
つのテーマで話
し合う機会はあ
まりありません
でした。APRIM
は、様々な分野
の研究者や広報
担当者など立場
の違う人たちが
集まる機会です。
その機会を活か

せないかと考え、今回の企画を提案し、
初めての特別セッションを実現すること
ができました。
　今回の目的は、経験や課題を共有し、
様々な視点を理解すること、そして課
題解決に向けて参加者で議論すること
でした。3時間のセッションのうち、前
半は立場の違う7人の講演者からそれぞ
れの経験や課題を話してもらい、後半は
参加者を4つのグループに分けてグルー
プディスカッションをしました。事前に
36人の申し込みがあり、当日は約40人
の参加がありました。会場で質問したと
ころ、半分が研究者、次に広報やアウト
リーチの関係者が多く、学生が4人、そ
して地元のメディアも参加していて、期
待どおりの多彩な集まりになりました。
　最初の登壇者の国立天文台広報室長の
山岡均さんが、国立天文台と日本の活動
を例に当セッションの趣旨を紹介したあ
と、地元台湾のジャーナリストのGuo-
Wei ZengさんとClaire Suさんがそれぞ
れのメディアの立場から科学サイトの編

「Public Education, Outreach, and Diversity」分科会特別セッション報告
柴田幸子（天文情報センター／国際普及室（OAO））

会場の様子。
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集とテレビ番組の制作について話しま
した。彼らを招待した ASIAAの広報担
当者Chi-Hung Yanさんが、メディアと
のより良い関係づくりについて語りまし
た。また研究機関が研究成果を社会に発
表するプレスリリースについて、国立天
文台チリ観測所の平松正顕さんがタイト
ルや画像、タイミングの重要性を話し
ました。長年ウェブやポッドキャスト、
SNSで天文学の情報を発信し続けてい
るAvivah Yamaniさんには、インドネシ
アのように離れた島々に住んでいる人た
ちにどのように効果的に情報を届けるか
話してもらいました。最後にタイのチェ
ンマイ大学のSirams Komonjindaさんが、
研究者として観望会やイベントに関わる
ようになったきっかけやこれまでの活動
について話しました。山岡さんと平松さ

んには今回の企画にも協力してもらいま
した。
　前半終了後、参加者全員に自分たちが
感じている課題を付箋紙に書いてもらっ
たところ、「科学者とメディア間の目的
や興味のバランス」「誤解を避ける」「観
望会での参加者の期待と現実の差」「専
門用語の適訳がない」「研究の話題は専
門的すぎる」「天文学に馴染みのない人
に興味を持ってもらうこと」など様々な
課題が挙げられました。

　グループディスカッションでは、
OAO フェローの Thilina Heenatigala さ
んがファシリテーターを務め、「人々の
期待と現実の違いを克服するには？」
と「間違った情報が流れることを防ぐに
は？」について解決方法を話し合い、フ
ローチャートにまとめました。時間は限
られていましたが参加者は活発に議論し

ながらフローチャートの作成に集中して
いました。最後はグループごとの発表を
聞いて終了しました。共通のテーマにつ
いて国や立場の違う人たちが話し合えた
ことは本当に貴重な経験でした。
　後日行なったアンケートでは12人か
ら回答があり、概ね高い満足度でした。
今後議論したいテーマとして、今回の話
題をもっと掘り下げるような、メディア
との関係やフェイクニュースを挙げてい
る人や、天文教育普及の手法、科学のビ
ジュアル化、フェイスブックの書き方、
教育カリキュラムなどより実践的な内容
を求めている人もいることがわかりまし
た。今後もOAOとして、立場や国籍を
超えて天文普及教育について話し合える
場を作っていきたいと思います。

フローチャートを使って課題解決について発表。
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司会を担当した筆者。

グループディスカッション。

特別セッションの参加者たち。
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　2017年7月20、21日 の2日 間、HSC
画像解析講習会が国立天文台三鷹キャ
ンパスで開催されました★01。この講習
会はすばる望遠鏡 Hyper Suprime-Cam

（HSC）解析用に国立天文台、Princeton
大学、東京大学カブリ数物連携宇宙研
究機構と共同で開発されたパイプライ
ン（hscPipe★02）の一連の流れを理解し、
実際にパイプラインを使って生データか
ら較正済み天体画像とカタログを生成で
きるようになることを目標としています。
今年度の参加者は座学のみに出席された
方も含めM1からD3、研究員まで計17名
でした。
　講習会はHSCの概要と解析概論の講
義を行う座学と、パイプラインで解析を
行う実習から構成されています。座学で
はHSCの概要説明をハワイ観測所の小
宮山裕氏が行いました。非常にインタラ
クティブな講義で、参加者の理解も深
まったようでした。パイプライン解析概
論はテキスト作成と講義を天文データセ
ンターの古澤久徳氏に担当いただきまし
た。テキストは51ページ（完全版は85
ページ）というボリュームで、「これを
読めば一通りのプロセスは理解できる」
という内容になっています。講義はその
中でも特に実習に直結する内容をピック
アップし、非常に内容の濃いものとなり
ました。

　実習は全体進行を行うインストラクター
と、2～3名の参加者につき1人のチュー
ターを配置し、各参加者個別の対応を行
えるようにしました。インストラクターは

筆者が、チューターはハワイ観測所と天
文データセンターのメンバーが担当しま
した。実習ではチュートリアル★03を用
意し、そこに書かれたコマンドを使って
解析を進めていきます。時間短縮のため、
使うデータは視野中心の6CCDのみです。
今年度の参加者は全員がパイプラインを
使うのが初めてだったこともあり、初め
は「コマンドが通らない」等の質問が多
くありました。一般共同利用観測者向け
の パイプラインマニュアルを管理して
いる筆者にとっては、パイプライン利用
者が最初にどこで躓くのかがよくわかる
ので、貴重な体験でした。また、実習前
に事前に我々が試験を行って、エラーが
出ないことを確認しているのですが、稀
に想定外の結果が出ることもあります。
実際、今まで見たことのない結果が出た
参加者がいて、チューターも興味津々と
いう一幕がありました。実習中は適宜質
問の時間を設け、講義だけでは理解でき
なかったところ、詳しい説明が必要なと
ころも補足できるようにしました。パイ
プラインを最後まで走らせ、較正済み天
体画像とカタログが完成した後は、用意
されたPythonスクリプトやパイプライ
ン付属のツールを使って小さく切られた
領域ごとに出力された画像を一枚の大き
な画像にしたり、色等級図を描くことも
行いました。初めてPythonに触れる参
加者もいたので、良い経験になったので
はないかと思います。そして、実習の最
後にはまもなくリリース予定の新しい
バージョンのパイプラインの紹介も行い
ました。
　参加者の感想では、座学と実習で最後

まで解析を通すことができて理解が深
まった、パイプラインとSAOImage ds9
等のツールの使い方も一緒に学ぶことが
できて良かった、といった声が聞かれま
した。来年度以降も今年度の反省と参加
者の声を踏まえ、この講習会を継続させ
ていきたいと思っています。
　最後になりますが、参加者の皆様、そ
して本講習会にご協力頂いた全ての皆様
に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

「2017年度 HSC画像解析講習会」報告
大石晋恵（ハワイ観測所）
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想定外の結果に興味津々のチューター達。

実習で処理したデータを一枚の大きな画像として出力
した結果（i, z, y バンド三色合成）。

実習中、チュートリアルを見ながらコマンドの説明を
している様子。

★01　本講習会はハワイ観測所、天文
データセンター、科研費（新学術領域）「な
ぜ宇宙は加速するのか」との共同開催でし
た。

★02　hscPipeはLSST（Large Synoptic 
Survey Telescope） 用解析パイプライン 
をベースに、HSC 固有の処理を追加した
パッケージです。マニュアルページ （http://
hsc.mtk.nao.ac.jp/pipedoc/）からダウン
ロードが可能です。

★03　今年度チュートリアルページ
http://hsc.mtk.nao.ac.jp/HSC_Training_
tutorial_2017/index.html
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10月号は、天文シ

ミュレーションプロ

ジェクト（CfCA）の特

集です。お楽しみに！ 

　※9月号は予定を変更して

　お届けしました。
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最近行こうか気になっている秋田と岩手の県境にある玉川温泉。日本屈指の強酸性泉質（ph＝1.2）を誇り塩酸を主成分とするらしいが…（は）

出張でチリに向かう飛行機の中で編集後記を書いてメールが送れる時代に（有料ですが…）。どこでもつながるのはいいことなのか悪いことなのか。（I）

高エネルギー加速器研究機構KEKの特別公開に遊びに。現役の巨大科学装置が目の前に横たわっている様子は壮観。カナリア諸島に旅立つ直前の宇宙背景放射望遠鏡も見ること
ができました。（h）

予備校の講演会で福岡へ。皆、真剣に話を聞いてくれました。そして自分の浪人時代を懐かしく思い出しました。ゴマサバおいしかったなあ。（e）

「ひので」は今月で11歳。太陽活動の1サイクルをカバーしてしまいました。それを祝うかのように巨大フレアが発生。その時の観測データはあまりにも美しく、久々に興奮し
ました。（K）

北大で開催された天文学会に出かけました。地図も持たずに札幌駅方面から歩いて会場に向かったのですが、構内に入ってから行けども行けども会場が現れず。もう通り過ぎて
しまったのか？　と不安に苛まれつつ歩き続け、北海道の広さを痛感した学会初日でした。（κ）

インターネットで便利になって、インターナショナルな会議が、深夜から早朝にセットされることが多くなり、なんだか古典的な天文学者の時間帯に働いているのは。。。（W）

集後記編

　国立天文台三鷹キャンパスの構内には、
三鷹市が運営する文化施設「三鷹市星と
森と絵本の家」があります。今年も例年
通り7月7日（金）に、開館記念行事と
新企画展示のお披露目がありました。絵
本の家では、毎年、現在の暦の七夕の日
に、開館記念行事をおこなっています。
9回目となる今年も、赤ちゃんを連れた
若いお母さんから年配の方まで、さまざ
まな年齢のたくさんの方が、お祝いに参
加し、清原慶子三鷹市長の絵本の読み聞
かせを楽しみました。続く、林天文台長
の星のお話は、新企画展示のテーマ「も
ののもと ぼく・わたしのできるまで」
に合わせて、物質の起源にまつわる内容。
月刊誌『たくさんのふしぎ』から「宇宙
とわたしたち」を選んで読み聞かせしな
がら、難しいところはかみ砕いてお話し
しました（写真01）。
　続いて新企画展示のお披露目ツアーは、
不肖わたくしがガイドを務めさせていた
だきました。身近なところから徐々に細
かく、原子や分子の存在にまで目を向け
させ、それがもたらされてきた宇宙の歴

史を紹介し、最後には私たち「人」自身
も、その長い歴史の果てに生まれてきた
ことを実感させようというチャレンジン
グなテーマですが、テーマを具体化する
段階から話し合いに参加してきた甲斐が
あって、新展示の見所や楽しみ方、はた
また製作の苦労話までまじえながら、ご
紹介することができました（写真02）。 
　絵本の家恒例のもう一つの七夕行事
は、「伝統的七夕まつり」です（02ペー
ジの写真）。伝統的七夕とは旧暦の7月
7日のこと。この日の宵、上弦の月は南
西に傾き、天の川が南北に空を二分しま
す。絵本の家は毎年、この日に近い日曜

日に、国立天文台と共催の形で「伝統的
七夕まつり」を企画します。今年は8月
28日に当たっていたので、その前日8月
27日（日）に開催。691名もの方が訪れて、
バンド演奏、模擬店、笹飾り、おたきあ
げ、などを楽しみました。お祭りのシメ
は50センチ望遠鏡による観望会。今年は、
天気予報では悪天候が予想される中、夕
方から急に天候が回復し、最終的には快
晴に。織姫星＝ベガの輝きやくっきりリ
ングを見せる土星の姿に歓声が上がりま
した。小さなお子様が多いため、なかな
か列が進まないのですが、良く晴れたお
かげで、望遠鏡の待ち時間さえ肉眼で夏
の星空をたどる楽しい時間となりました。

星と森と絵本の家 恒例！ 二つの七夕行事
高畠規子（天文情報センター）
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写真01　林台長の星のお話。

写真02　新展示「もののもと」。

● 訂正：2017年8月号16ページの「須川力（前緯度観測所長）」は、正しくは「須川力（前緯度観測所地球物理観測研究部長）」でした。お詫びして訂正いたします（係）。
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渦巻きの腕に抱かれる赤ちゃん星
星は、宇宙に漂うガスや塵が集まることで生まれます。
生まれたばかりの星の周囲にはガスや塵が円盤を作る
ことが知られていますが、アルマ望遠鏡で若い星Elias 
2-27を観測した結果、円盤の外側に渦巻銀河のような
2本の腕構造が見つかりました。渦巻腕の広がりは、太
陽－地球間の100倍にも相当します。腕構造の成因は

謎に包まれていて、円盤内で今まさに作られつつある
惑星の重力によって円盤が乱された結果という説や、
あるいは円盤が自身の重力によって分裂しつつあると
いう説も提唱されています。この画像は、惑星系の誕生
メカニズムやその多様性の起源にせまる重要な手がか
りになることでしょう。

原始惑星系円盤は、惑星が産まれる現場であると考えられており、
我々がいる太陽系の誕生の謎を解く鍵も握っているため、重要な観
測目標です。Elias 2-27に付随する原始惑星系円盤で印象的なのは、
非常に対称的な構造をしていることです。円盤の外側にある２本の
腕構造がそれぞれ対称的であるだけではなく、より中心星に近い

ギャップと呼ばれている隙間のような構造も対称的です。このよう
な対称的な円盤は、コンピュータシミュレーションで構造を再現し
たりするのに、非常に良いサンプルとなり得ると思います。さてア
ルマは次にどんな原始惑星系円盤を見せてくれるのかと考えると、
ワクワクしてしまいますね。

研 究 者 の 声 眞山 聡 （総合研究大学院大学）

Navigator
平松正顕（チリ観測所）
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